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研究成果の概要（和文）：　萎縮性胃炎（以下胃炎）は，胃がんの危険因子で，予防のためにピロリ菌除菌が行われて
いるが，実際に胃炎が胃がんに進展する割合は低い．一方，胃炎は摂取・吸収するカロリーが少ないことより，肥満や
メタボリックシンドローム（以下メタボ）を予防する可能性がある．今回，対象者7454人を胃炎群と非胃炎群に分け，
肥満，メタボ関連要因を比較した．
　肥満指標に2群間で有意差はなく，血圧，血糖値，血清脂質についても，胃炎がメタボに強く関連しているとする結
果は得られなかった．したがって，胃炎は肥満や続発するメタボ関連要因とは関連していない可能性が高く，ピロリ菌
除菌を行うことを推奨する方向に働くと考えられる．

研究成果の概要（英文）：Since chronic atrophic gastritis (CAG) is one of the risk factors of gastric cance
r, eradication of Helicobacter pylori (HP) is widely performed. On the other hand, malfunction of stomach 
from CAG could cause of inadequate absorption and sequentially could prevent obesity and metabolic syndrom
e (MetS). In this study, subjects with/without CAG were compared in obesity index and factors included in 
MetS diagnosis in order to evaluate the CAG in public health aspect.
 Obesity index were not different in their CAG status, and no obvious results of strong association were o
bserved between CAG and MetS related factors. Thus, CAG are not associated to obesity and following MetS, 
and eradication of HP could be recommended.
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１．研究開始当初の背景 

萎縮性胃炎（CAG）は，胃がんの危険因子で

あるため，予防のためにピロリ菌除菌が行わ

れているが，実際に CAG から胃がんに進展す

る割合はわずかである．一方，CAG は胃の機

能低下，食思不振などを起こすことがあり，

有病者が摂取・吸収するカロリーは非有病者

より少ないことが考えられる． 

 

２．研究の目的 

これは，メタボリックシンドローム（MetS）

をはじめとする生活習慣病を予防する方向

に働いている可能性があるが，この観点から

の公衆衛生的評価はされていないため，CAG

関連の疫学を横断的に検討することを目的

とする．また，CAG について，基礎的な疫学

的考察を加え，関連要因についても考察する． 

 

３．研究の方法 

岡崎市医師会公衆衛生センターの人間ドッ

クを 2007 年から 2011 年に受診した 35 歳か

ら 79 歳の岡崎市民で，研究参加に同意が得

られた受診者のうち，ペプシノーゲンテスト

（PT）による CAG 判定が可能で，データに欠

損のない男性 4,114 人，女性 3,340 人の合計

7,454 人を対象とした．萎縮性胃炎の判定は

PG 検査によった．血清 PGI 値 70（ng/mL：以

下，単位省略）以上，または PGI/PGII 比が 3

以上を陰性，PGI 値 70 未満，かつ PGI/PGII

比が 3未満を陽性とした．陽性者のうち，PGI

値 50 未満，かつ PGI/PGII 比が 3未満を中等

度陽性，さらに，PGI値 30未満，かつ PGI/PGII

比が 2未満を強陽性とした．いずれにも入ら

ない陽性者は弱陽性とした．肥満と MetS 関

連要因（血圧，血糖値，血清脂質）について，

この群間で差があるかを，年齢を補正した平

均値の差を計算して検定した．リスク解析に

はロジスティック解析を用い，陽性者のオッ

ズ比と 95％信頼区間を計算した．なお，研究

計画については，名古屋市立大学大学院医学

研究科の倫理審査委員会による承認を受け

ている． 

 

４．研究成果 

PG 検査陽性率は，男性 19.1％，女性 18.4％

で有意な差はなかった．30 歳代，40 歳代，

50 歳代，60歳代，70 歳代の陽性率は，順に，

男性で，6.6％，12.0％，15.2％，23.0％，

24.6％，女性で，9.4％，10.9％，16.4％，

24.3％，24.4％であった．男女とも年齢とと

もに有意に（p＜0.0001）上昇したが，男女

差は認められなかった．強陽性率は，男性で，

2.0％，3.7％，5.0％，9.3％，11.1％，女性

で，1.4％，3.1％，4.9％，6.7％，11.8％で

あった．同じく男女とも年齢とともに有意に

（p＜0.0001）上昇したが，男女差は認めら

れなかった． 

 

ロジスティック解析による，飲酒，喫煙，年

齢の評価では，年齢に強い線形関連が見られ

た．喫煙については，男性の現喫煙者のオッ

ズ比が，1.22（0.98－1.52）と marginal な

関連が観察された．女性の喫煙，男女の飲酒

との関連はみられなかった． 

 

肥満指標であるBMIと腹囲に群間で有意差は

なく（BMI，男性：23.5，23.6，23.5，23.3，

女性：22.2，22.3，22.2，21.9．腹囲，男性：

84.1，84.2，84.2，83.4，女性：80.7，81.6，

80.5，79.9），CAG の有病と肥満との関連は認

められなかった．血圧（収縮期血圧，男性：



128.4，129.4，129.1，128.8，女性：122.5，

122.7，122.8，121.8．拡張期血圧，男性：

79.8，80.4，80.5，80.9，女性：75.5，76.3，

76.1，74.9），血糖値（空腹時血糖，男性：

103.4，105，104.8，100.8，女性：95.4，

94.3，95.0，95.7），血清脂質（中性脂肪 ，

男性：123.1，124.3，122.4，117.6，女性：

91.2，94.7，88.7，88.4．HDLコレステロ

ール，74.6，71.1，74.3，74.8，女性：74.6，

71.1，74.3，74.8）についても，線形性が有

意に出た項目はなく，CAG が MetS に強く関連

しているとする結果は得られなかった．血清

インスリン値，A1c ヘモグロビン値について

も，CAG との関連において一貫した傾向は認

められなかった． 

 

 CAG の有病状態と肥満や肥満に関連する要

因の間に，注目すべき関連は見いだせなかっ

た，したがって，CAG は肥満や続発する MetS

関連要因とは関連していない可能性が高い．

この結果はピロリ菌除菌を積極的に行うこ

とを推奨する方向に働くと考えられる． 
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